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住文化研究の方法論的考察 (その 2) 
岡田知子・富樫穎
A Methodlogical Studγon Housing-culture (Part I) 
TOMOKO OKADA and SATOSHI TOGASHI 
③住宅に必要だと恩う内外空間の構成要紫についての志
向性，④住宅に必要だと思う部屋についての志向性，の 表2 空間名称
4つの志向性から構成されている。
このうち，本報は，②を除いた3つの志向性から住空
間デザイン志向の型分けとその特性について検討する も
1.はじめに
前報1)では，外観認識の因子分析により被験者を類分
けし，年齢，空間言語の選択傾向，平面志向，外観認識
のそれぞれからみた被験者グループの特性について検討
を行った。その結巣，被験者グループに特有のパタ ーン
のあることが認められた。この点をさらに発展させ，本
報では住空間のデザイン志向からいくつかのバターンを
他出し，類型化を試みた。
本論文でいう住空間デザイン志向とは，①住みたいと
恩う住宅の外観デザインについての志向性，②住みたい
と思う居間を中心とした室内デザインについての志向性，
のである。
2 研究の方法
2 • 1 調査内容
調査は以下の 6項目からなり，それぞれについて志向
性を尋ねた。このうち，④の生活行事についての志向性
は，生活文化の型を把握するための手がかりとして設定
したもので，住空間デザイン志向の型がどの様な生活行
思われるものを被験者に選択させた。
③空間名称
表2に示す住宅内にある部屋 ・空間を表わす単語を8
語心用意し，理想的な住宅に必要だと恩われるものを被
験者に選択させた。
表1 空間構成言語
神棚 仏壇 暖炉 応援セット
大テープル ソファ ー 畳 床の間
縁側 天窓 吹抜けベランダ
テラス
続き間座敷 応接間茶の間 大きな居間
プレイルーム 書斎 アトリエ ホビールーム
表3 生活行事
正月 七草 鏡開き 節分
聖バレンタインデー 桃の節句 ・端午の節句
彼岸 花祭り 母の日 ・父の日七夕
お盆 地蔵盆 士用の丑の日お月見
クリスマス大晦日 中元・歳暮 誕生日
事の志向性と対応しているかを検討しようとするもので | 結婚記念日 命日の礼拝
ある。
①外観デザイン 表4 年齢層別被験者数
図1に示す14枚の外観写真')を呈示し，被験者が住み
たいと思うものを選択させた。
②空間構成言語
表 1に示す住宅の内外空間の構成要素(装置を含む〉
を表わす単語を13語3)用意し理想的な住宅に必要だと
????、
← 142ー 住居学
④生活行事
表3に示す生活行事を表わす単語を20語，)用意し，重
要だと思うものを被験者に選択させた。
2・2 分析の方法
①外観デザイン，空間構成言語，空間名称，生活行事
の志向性について，それぞれ選択肢とした外観写真や単
語を変数にした因子分析6)を行う。
②外観デザイン，空間構成言語，空間名称の志向性の
各因子について，その因子得点がプラスである被験者と
マイナスである被験者との2つに分け，それぞれのグルー
(2 ) 
プごとに各因子に対する因子得点の平均値を求め，全体
の平均値と有意に異なるかどうかの検定ηを行う。
③上記②の結果からそれぞれの因子の関係をパターン
化し，住空間デザイン志向の型分けを行う。
④住空間デザイン志向の各型に対応する被験者をグルー
ピングし，各グループ別に①の各因子に対する因子得点
の平均値を求め，住空間デザイン志向の型の特性を検討
する。
⑤年齢からみた住空間デザイン志向の型の分布状況を
検討する。
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図1外観デザインの写真サンプル
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表5 鏡査対象者の住宅状況
2LK 3LK 
2K 2LDK 3LDK 
2DK 3K 4K 
3DK 4DK 
持
一戸建 2 。 7 
中高層集合住宅 。 4 1 
家
低層集合住宅 。 。 1 
91 長屋 2 I 。
一戸建 1 2 
借 中前層集合住宅 4 5 9 
家 低層集合住宅 1 1 1 
木賃アパート 1 。 。
33 
長屋 2 。 l 
言十 13 12 32 
2・3 調査対象
調査対象は一般の主婦で，できるだけ年齢に偏りのな
いように選び出した。その結果は表4の通りである。ま
た，調査対象が居住する住宅の状況は，表5に示す通り
である。なお，調査は1989年5月に実施した。
3.結果と考察
3・1 因子分析結果
①外観デザイン志向
外観写真を変数にして因子分析を行った結果， 4因子
が他出された。それぞれの因子に対する因子負荷量がO.
4以上の外観写真を並べると表6のようになる。これに
よると，各因子の特徴は以下のように読みとれる。
すなわち，第1因子は外観写真No.9， No.2， No.6に代
表される和瓦屋娘，木肌面が目立つ「和風の家」の因子
であると考えられる。第2因子はNo.3， No.13， No.8に代
表される三角屋根，サイデイング壁，白窓枠のいわゆる
「ベンション風の家」の因子であるとみられる。第3因
子はNo.12，No. 4に代表される因子で.第2，4， 5因子
を構成する洋風の家とは5.:IJの 「その他の洋風の家」の因
子"であると言える。第4因子はNo.1，No. 5， No.7に代
表されるすっきりとしたモダンな感じの 「フラットルー
フの家」の因子，第5因子はNo.14，No. 1に代表される凹
凸がなく「単純な構成の家Jの因子であるとみられる。
②空間構成言語志向
空間構成言語を変数にして因子分析を行った結果， 4 
因子が抽出された(表7)。すなわち，第 l因子は「仏
壇・神棚・床の間」に代表される伝統的象徴空間の因子，
第2因子は 「テラス・天窓・大テープル ・」に代表され
る最近の洋風空間の因子，第3因子は 「応緩セット・べ
( 3 ) 
4LK 5LK 6LK 7LK 
4LDK 5LDK 6LDK 7LDK それ以上
5K 6K 7K 8K 
5DK 6DK 7DK 8DK 
13 18 12 7 7 
3 。 。 。。 。 。 。 。
2 。 。 。 。。 。 。 。。 。 。 。。 。 。 。 。
l 。 l 。 。
2 。 2 。 。
22 19 15 7 7 
ランダ」に代表される一時代前の洋風空間の因子，第4
因子は「堂・縁側 ・床の間」に代表される和風空間の因
子であるとみられる。
③空間名称志向
空間名称を変数にして因子分析を行った結果，3因子
が摘出された(表8)。すなわち，第 1因子を構成する
「続き間座敷 ・茶の間」と「大きな居間」は対立しあう
関係にあり，伝統的空間とそれと対立する現代的空間の
因子であるとみられる(以下，この因子を 「続き間座敷・
茶の間日大きな居間」と表現する)。第2因子は 「応援
問 ・書斎」に代表される近代的空間の因子.第3因子は
「プレイルーム・アトリエ・ホビールーム」に代表され
る趣味的空間の因子であるとみられる。
④生活行事志向
生活行事を表わす単語を変数にして因子分析を行った
結果， 5因子が抽出された(表 9)。すなわち，第 l因
子は「七草 ・お月見・花祭り…」などに代表される現在
はあまり見られなくなった伝統行事の因子，第2因子は
「お盆 ・正月 ・彼岸…Jなと現在も続けられている伝統
行事の因子，第3因子は「結婚記念日 ・誕生日」など私
的行事の因子.第4因子は「聖バレンタインデー ・ク リ
スマス」などの外来行事の因子，第5因子は 「節句」に
代表される子供のための伝統行事の因子であるとみられ
る。
3・2 住空間デザイン志向の型分け
外観デザイン，空間構成言語，空間名称のそれぞれの
因子について，その因子得点がプラスである被験者とマ
イナスである被験者との2つに分け，それぞれのグルー
プごとに各因子に対する因子得点の平均値を求め，全体
の平均値と有意に異なるかとうかの検定を行った。表10
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の+印はそれぞれの被験者グループの各因子の因子得点 子を結ぶ線の数が多いほど因子の相互関係が強く，点線
の平均値がプラス方向に，一印はマイナス方向に5%及 (10%水準)よりも実線 (5%水準)の方がより強い関
ぴ10%水準で全体の平均値と有意に異なると認められた 係にある。
ものである。 これらの因子の相互関係をみると，次のようなことが
たとえば，A因子の因子得点がプラスの被験者グル一 言える。
プでB因子が+印であれば， Aを志向するグループはB ①「和風の家Jr続き間座敷 ・茶の間日大きな居間」
を志向するという関係にあることを意味し， A因子の因 「神棚 ・仏壇 ・床の間」の3つの因子はそれぞれ強く引
子得点がマ《ナスの被験者グループでB因子がー印であ きつけあう関係にあり， r和風の家Jr続き間座敷・茶の
れば， Aを志向 ì:>t~， グループはBを志向しないという 間Jr神棚 ・仏壇 ・床の間」を志向するが「大きな居間」
関係にあるこをを意味する。また， A因子の因子得点が は志向しないグループと，その逆の傾向を示すグループ
プラスの被験者グループでB因子がー印であれば， Aを が存在することを示唆する。
志向するグループはBを志向しないという関係にあるこ ②「ペンション風の家Jr大きな居間」の2因子は互
とを怠味し， A因子の因子得点がマイナスの被験者グルー いに強く引きつけあうが， r仏壇・神棚 ・床の間」の因
プでB因子が+印であれば， Aを志向しないグループは 子には強く反発しあう関係にあり，rペンション風の家」
Bを志向するという関係にあることを意味する。 r大きな居間」を志向するが 「仏壇 ・神棚 ・床の間Jr続
したがって， 表10の結果は，図2に示すような因子の き間座敷・茶の間」は志向しないグループと，その逆の
相互関係として把握することができる。すなわち，各因 傾向を示すグループが存在することを示唆する。
表6 外観デザイン怠向の因子分析結果
第1因子 第2因子 第3因子 第4因子 第5因子
因子負荷盈0.4、固有値l以上 *は因子負荷量0.3以上を表わす
表7 空間嶋成言語志向の因子分析結果 署員8 空間名称志向の因子分析結果
第1因子 第2因子 第3因子 第4因子 第 l因子 第2因子 第3因子
仏纏 テラス 応態セット 畳 続き間康教 応倭間 プレイルーム
伸棚 天11 ベランダ 縁側 + 茶の間 S斎 7トリエ
+ 床の間 大テープル 床の間 ホビ-)レー ム
ソファー
吹銭け 大きな居間
因子負荷盈0.4、固有値l以上 因子負荷量0.4、固有値1以上
(4 ) 
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表9 生活行事志向の因子分析結果
???
第1因子 第2因子 第3因子 第4因子 第5因子
七草 お金 結婚記念日 聖パレンタインデー 桃の節句 ・
お月見 正月 誕生日 クリスマス 端午の節句
花祭り 彼岸
鏡開き 中元・歳暮
+ 
土用の丑の日 節分
節分 命日の礼拝
七夕
地蔵盆
因子負荷量0.4、固有値1以上
③上記の①と②は相互に否定しあう二つの型が存在す
ることを示唆している。すなわち，第 lの型は「和風の
家Ji続き間座敷・茶の間Ji神棚・仏壇・床の間」を志
向するが 「大きな層間」は志向しない型で，伝統志向，
和風志向であるとみることができる。第2の型は「ペン
ション般の家Ji大きな居間Jを志向するが「仏壇 ・神
棚・床の間Ji続き間座敷 ・茶の間」は志向しない型で，
反伝統志向，洋風志向であるとみることができる。
④「テラス・天窓 ・大テーブルー」の因子は「フラッ
トルーフの家」の因子と「応接間 ・書斎」の因子のそれ
ぞれと引きつけあい， i応接間 ・書斎Ji応援セット・ベ
ランダ」の2因子は互いに強く引きつけあっている。す
なわち， iフラットルーフの家Jiテラス・天窓・大テー
ブル…」を志向する者は「応接間 ・書斎」を志向する傾
向がるり， i応接間 ・書斎」を志向する者は 「応援セッ
ト・ベランダ」を志向する，という関係が読みとれる。
したがって， iフラットルーフの家Jiテラス ・天窓・大
テープル…Ji応接間 ・書斎Ji応援セット・ベランダ」
をすべて志向する第3の型が存在するものと考えられる。
この型は，近代志向，洋風志向であるとみることができ
るが， i続き間座敷・茶の間日大きな居間Ji仏檀 ・神
棚 ・床の間」の2因子に対しては第lの型や第2の型の
ような強い関係を示さず.伝統志向とも反伝統志向とも
言えない裂である。
⑤第2の型と第3の型はともに洋風志向である。しか
し，第2の型が 「ペンション風の家Ji大きな居間」を
志向するのに対して，第3の型は「フラットルーフの家」
「テラス・天窓 ・大テーブル…Ji応援問 ・書斎Ji応援
セット・ベランダ」を志向する。すなわち，第2の型は
第3の型に比べて現代的な傾向が現われているとみるこ
とができる。加えて，第2の型が反伝統志向であること
が明確であるのに対して，第3の型は伝統志向とも反伝
統志向とも言えない型である。したがって，第2の型を
「近代志向」とすれば，第3の型は 「脱近代志向」であ
るとすることができる。
⑥ 「その他の洋風」を志向する者は 「仏壇 ・神棚 ・床
の間」を志向しないが，その他の因子の相互関係は読み
とれない。
以上のような各因子の相互関係から， 3つの住空間デ
ザイン志向の型を抽出することができる。すなわち，
「和風の家Ji続き間座敷 ・茶の間日大きな居間Ji神棚 ・
仏壇・床の間Jの因子得点がすべてプラスになる被験者
を「伝統和風志向」型， rペンシ ョン風の家」の因子得
点がプラス， i続き間座敷 ・茶の間一大きな居間Ji神
棚・仏壇 ・床の間」の因子得点がマイナスになる被験者
を「反伝統脱近代洋風志向」型， iフラッ トルーフの家」
「テラス・天窓 ・大テー プル・・ Jr応接間 ・警斎Ji応援
セット ・ベランダ」の因子得点がすべてプラスになる被
験者を「近代洋風志向」型とすることができる。
次に，型別の被験者の集合状況を検討した (図3)。
これによれば， r伝統和風志向J型と「反伝統脱近代洋
風志向」型は重なりあうことはなく，前述したように相
互に否定しあう関係にあることが傍証される。それに対
して， i近代洋風志向」型は 「伝統和風志向J型と 「反
伝統脱近代洋風志向J型の一部を含むが，それらの型と
は異なる型が存在することがわかる。また p この3つの
型に属する被験者は全体の56.5%で，住空間デザイン志
向の過半数がこの3つの型で説明されることになる。残
りについてはこの3つの型の変形として存在しているも
のと恩われるが，現段階では把握できていない。
( 5 ) 
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表10 因子得点の平均値の差の検定結果
ι〉ゴ二 被験室 空間構成言語 空間名称 外観デザイン因子I E 
仏壇・神棚 + 69 + 
I 
床の間 55 
ク二Eb 
間 テラス・天窓 + 57 + E 
構 大テープル 67 
成 応接セット + 72 一
ZEコ. E 
ベランダ 52 
宝回五目
畳・縁側 + 70 
IV 
床の間 54 
続き間座敷 + 60 + 
空 大きな居間 64 
間
E 応接間 + 71 名
称 書斎 63 
プレイルー ム・アト + 41 
E 
リエ・ホ ビールーム 83 
+ 52 + 
和風
72 
外 + 53 
観 E ペンション風 71 + 
ア-. 
+ 44 ザ E その他洋風
イ 80 
ン + 53 ι.-
IV フラット Jレー フ
71 
+ 48 
V 単純な形
76 
+ーは5%水準を、 J ーは10%水準を示す
3・3 因子得点からみた住空間デザイン志向型の特
性
図3の型別の被験者グループのうち他の型と重なり合
いのないグループについて，それぞれ外観デザイン，空
間構成言語，空間名称，生活行事の志向性の各因子に対
する因子得点の平均値を求めた(函4)。
或る因子の因子得点の平均値がプラス方向に大きな値
を持つということはそれだけ志向する度合いが強いこと
を意味し，逆にマイナス方向に大きな値を持つことはそ
れだけ志向しない度合いが強いことを意味する。したがっ
て，各因子の因子得点の平均値の高低から各型を構成す
る主要な要素を把握することができ，また，その要素の
組合せから各裂の特性を把握することができる。その結
果は以下の通りである。
E 
+ 
+ 
( 6 ) 
因子 因 子
IV I E E I E E IV V 
+ + 
+ 
-‘ 
+ 
+ 
+ + 
_.-
十
+ 
+ + 
+ 
+ 
十
+ 
十
① 「伝統和風志向」 型は.i和風の家Ji続き間座敷 ・
茶の間Ji仏壇・神棚・ 床の間Jiお盆 ・正月・ 彼岸一」
「七草 ・お月見…」を志向し.iペン ショ ン風の家Ji結
婚記念日 ・誕生日Jを志向しない。要するに， 住空間デ
ザイ ンだけでなく，生活行事についても伝統志向である。
②「反伝統脱近代洋風志向」裂は 「伝統和風志向」型
と逆の傾向を示す因子が多い。すなわち.iペンシ ョン
風の家Ji大きな居間」を志向し.r和風の家Jr続き間
座敷・ 茶の間Ji仏壇・神棚・ 床の間Ji七草 ・お月見…J
「お盆・正月…」を志向しない。要するに， 住空間デザ
インと生活行事が反伝統志向であり.iペン ション風の
家Ji大きな居間」を構成要素とする現代的な洋風空聞
を志向する。
③「近代洋風志向J型は.iフラットルーフの家Ji天
一一 5%水機
10%水噂
@ 因子得点がプラスの被験者グループ
@ 因子得点がマイナスの彼験者グループ
←ー → 逆方向に有意差のあることを示す
??
?
? ?
?
??? ? ?
(例)仁王コ@一一仁王コ
fAJの因子の因子得点がプラスの被験者グループは
fBJの因子に対する因子得点の平均値が全体の平均に
対してプラス方向に有意なl.が認められたことを示す。
もし@←ー令であれば、プラスとは逆の7 イナス方向に
有;'I:，mがあることになる。
一ー一一θ 畳 ・縁側床の間
ペンション風の家フラットルーフの家
ダ
回;i?縄~
??
?
??
?
和風の家
住空間デザイン志向の因子の相互関係図2
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その他 54 
図3 住空間デザイン志向型別の被験者cl?集合状況
窓 ・テラス・大テーブル…Ji応援セァト ・ベランダ」
「応接間.tf斎Jiプレイルーム ・アトリエ・」を構成要
和風の家
その他の洋風の家
フラットルーフの家
単純な形の家
仏壇 ・神棚 ・床の間
テラス ・天窓 ・大テーブル
.ソファー ・吹抜け
応援セット ・ベランダ
索とする近代的な洋風空間を志向する。しかし，i伝統 大きな居間
和風志向J型の構成要素である「和風の家Ji続き間座
敷 ・茶の間Ji仏壇・神棚・床の間Jiお盆・正月・彼岸…
J r七草・お月見…」については伝統志向とも反伝統志
向ともとも言えない。
3・3 i主空間デザイン志向型の年齢構成
前項と問じ各型の被験者グループについて，その年齢
分布の検討を行った(表1)。これによると，r伝統和風
志向」型は40才代以上に分布し， i反伝統脱近代洋風志
向」型は30才代を中心に40才代以下に分布している。 40
才代では 「伝統和風志向」型と「反伝統脱近代洋風志向」
型に綬略二分されている。 「近代洋風志向」型は50才代
と20-30才代に分かれて集まっている。
4.まとめ
外観デザイン，空間構成言語，空間名称の志向性から
住空間デザイン志向の型分けを行い，さらに生活行事の
志向性と年齢構成の視点を加えて，その特性を検討した
結果，以下の3つの型が抽出された。
①第 lの型は， r伝統和風志向」裂で， i和風の家」
「仏祖 ・神棚・床の間Jr続き間座敷 ・茶の間Jrお盆 ・
正月 ・彼岸…Jr七草・お月見…」を志向し，住空間デ
ザインと生活行事が伝統志向である。 この型は40才代以
上に分布する。
②第2の型は， i反伝統脱近代洋風志向」型で，住空
間デザインと生活行事が反伝統志向であり， iペンシ ョ
ン風の家Ji大きな居間」を構成要素とする現代的な洋
風空間を志向する。この型は40才代以下に分布する。
③第3の裂は， i近代洋風志向」型で， rフラ ットルー
フの家Jr天窓 ・テラス ・大テーブル…Ji応援セ ット ・
ベランダJr応援問 ・曾斎Jiプレイルーム・アトリエ…」
(8 ) 
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畳・縁側 ・床の間
続き間座敷 ・茶の間
応接間 ・容斎
フ。レイ Jレー ム ・アトリエ ・
ホビールーム
七主主 ・お月見 ・花祭....
お盆 ・正月 ・彼岸・ー. 
結婚記念日 ・誕生日
聖パレンタインデー ・クリ
ス7 ス
桃の節句 ・端午の節句
一一 「伝統和風志向型
一一 「反伝統脱近代洋風志向」型
一-一 「近代洋風志向J型
図4 住空間デザイン志向型別各因子得点の平均値
を機成要紫とする近代的な洋風空間を志向する。 しかし，
「伝統和風志向」型の構成要素については伝統志向とも
反伝統志向とも言えない。この型は50才代と20-30才代
に分かれる。
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表1 住空間デザイン志向型の年齢構成
60才以上 50才代
伝統和風志向 10 (100) 6 (67) 
(37) (22) 
近代洋風志向 。 3 (33) 
(27) 
反伝統 。 。
脱近代洋風志向
言十 10 (100) 9 (100) 
2)住宅の外観意識については3段階に分けて予備調査
を行った。
まず，在阪の住宅メーカー24社のパンフレットに
掲載されている170例から12の外観構成要素を抽出
し，その構成要素に従って外観サンプルの分類を行っ
た。次lこ，その分類にできるだけ偏りが生じないよ
うに24例の外観サンプルを抽出した。形容詞対は，
既存研究に用いられた形容詞対とバンフレッ 卜に使
用されている形容詞句に反対語をつけて作成した形
容詞対の中から設定した。尺度は7段階評価とした。
第l段階(1986年10月)は，学生(スライド呈示
27名，写真呈示16名)を対象に52対の形容詞対によ
る調査を行った。その結果から形容詞対の適不適を
判断し， 28対の形容詞対にしぼりこんだ。第2段隣
は，第 l段階調査の被験者以外の学生44人を対象に，
しぼりこまれた28対の形容詞対で，最初に写真呈示，
次にスライド呈示という方法で調査を行った(岡田
知子・富樫 穎・住宅の外観イメージに関する研究
その 1，日本建築学会近畿支部研究報告集， 1987)。
第3段階(1987年3月)は， 20代後半から60才代
までの被験者48人を対象に28対の形容詞対で写真宝
示による調査を行った(岡田知子・富樫穎住宅
の外観イメージに関する研究 その2-3，日本建
築学会近畿支部研究報告集， 1988，岡田知子 ・富樫
穎他:住文化に関する研究(方法論的考察)その2，
日本建築学会大会学術講演梗概集，1987)。
以上の結果をふまえて，今回の調査では14枚の写
真を使用した。
40才代 30才代 20才代 3十
8 (54) 2 (13) 1 ( 9) 27 
(30) ( 7) ( 4) (100) 
1 ( 6) 3 (19) 4 (36) 11 
( 9) (27) (37) (100) 
6 (40) 1 (68) 6 (55) 23 
(26) (48) (26) (100) 
15 (100) 16 (100) 11 (100) 61 
3)構成要素を示す単語については，一般向け住宅雑誌
に用いられている単語を抜き出し，その中から25語
を選んで予備調査を行った (悶田知子・富樫穎他.
住文化に関する研究(方法論的考察)その5，日本
建築学会大会学術講演梗概集， 1988)。その結果を
ふまえて，今回の調査では13語を使用した。
(9 ) 
4 )空間名称を示す単語については，一般向け住宅雑誌
に用いられている単語を参考にして8諮を選んだ。
5)生活行事を示す単語については， i倉村正次編 ・日
本まつりと年中行事事典」と「日本風俗史学会編 ・
日本風俗事典」から冠婚葬祭等の儀式を除き， 20語
の年中行事を選んだ。
6)因子分析の因子抽出法は共通性の反復推定の主因子
解を用い，固有値1.0以上，収束計算の繰り返し回
数は25以下，共通性推定閣の差が0.001以下になる
と計算終了とした。因子の回転はパリマックス回転
を用いた。
7)各因子について，因子得点の平均値0，標準偏差 l
の母集団からみて，各グループの因子得点の平均値
が標本平均とみなせるかどうかを検定した。
8)外観写真No.8は 「ペンション風」の家の因子と「そ
の他の洋風の家Jの因子の両方を持つものであるが，
写真から受ける印象では 「ペンション風」の家の因
子の方が強く現われている。そのため， iその他の
洋風の家」の因子を代表する写真とはみなさなかっ
fこ。
(平成元年10月1日受理)
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Summary 
τne purpose of this study is to find out the typical pattern of housing-culture. 
The items of this survey are as follows; (1) the preference of the exterior form， (2) the preference of the interior 
elements， (3) the preference of the name of housing-space， (4) the preference of the events of the year. 
Concerning the result of the analysis， 3 typical patterns are extracted as follows; 
1)ηle type of the preference of Japanese traditional style. . . . . this group likes the exterior form in Japanese 
traditional style， Japanese traditional and symbolic interior elements (the shelf for Shinto tablets， the family Buddhist 
altar， Tokonoma)， Japanese traditional space (the continued Japanese Tatamトroom，Chanoma)， and Japanese traditional 
events of the year. 
2)百letype of th巴preferenωofanti・Japanesetraditional and present foreign style .. . . this group likes the 
exterior form in pention style and large living room， and doesn't like the elements of the type of the preference of 
Japanese traditional style. 
3)百letype of the preference of modern and foreign style . . . . . this group likes the exterior form in f1at-roof style， 
the interior elements of modern style (the skylight， the terrace， the large table， the set of reseption furnitures)， the 
modern style space (the reseption room， the study room)， the hoby space (the play room， the atelier， the hoby room). 
This group neither Iikes nor dislikes the elements of the type of the preference of Japanese traditional style. 
(10) 
